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令和６年度 第６８回県政に関する
世論調査の結果について

（令和７年５月２７日公表）

○調査の概要
対 象：県内在住の満１８歳以上の個人３，０００人
調査時期：令和６年１１月１９日～１２月１３日
調査方法：郵送法・オンライン調査法の併用
抽出方法：層化二段無作為抽出法

○調査内容
１ 県民意識調査：経年変化を調査
２ 県政の主要課題：主要計画策定や見直し等の基礎資料

○回収結果
有効回収数（率） １，５０４（５０．１％）
うちオンライン回収数（率） ５３１（３５．３％）
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（問３１）「リハビリテーション」の言葉のイメージ
「リハビリテーション」は、本人に対して行われる機能訓練的な狭義の意味と捉え
ている人が多いと考えられる。
環境づくりも含む概念であり、更なる普及・啓発を行う必要性がある。
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1. 病気やケガをした人の筋力トレーニングや
歩く練習をすること

2. 自宅に手すりをつけたり、段差をなくして
生活環境を調整すること

3. 道路や公共交通機関などの物理的な段差な
どを解消して、車椅子で外出しやすい環境
を作ること

4. 色々な人たちが、地域に暮らしていること
を理解し、誰もが暮らしやすい地域をつく
ること

5. 特にイメージすることはない (複数回答:いくつでも)

( n=1504)

3



「相談先を知っている（計）」は２割台半ばと高い数値ではない。相談先を必要と
している人が適切に相談先と繋がれるよう支援を行う必要がある。

（問３４）障害のある人や高齢者が、災害時に備えた
事前の相談場所、相談の有無
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相談先を知っており、実際に相談したことがある
相談先を知っており、実際に相談したことはないが、相談の予定がある
相談先は知っているが、相談の予定はない
相談先を知らない
わからない（周囲に高齢者等がいない）
無回答

26,5% ( n=1504)
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身近な存在であるケアマネージャーや相談支援事業所などを対象とした研修や相談
先の周知等が有効な手段と考えられる一方で、日常の支援者は災害時の支援の
プロではないので、平時のサービス提供者に有事の際の対応について情報提供等
を続けることも重要と考えられる。

（問34-1）災害時の不安や困りごとの相談先
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市町村の担当部署

保健所・健康福祉センター

地域包括支援センター

社会福祉協議会

ケアマネージャー・相談支援事業所

民生委員

近隣住民

その他
(複数回答:いくつでも)

( n=60)
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